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論文審査の結果の要旨 

本研究は、嚥下活動を発現し得る最小の延髄スライス標本を作成し、嚥下活動に関わる興奮性神経伝

達物質受容体を検討したものである。 

Area Postrema より吻側の孤束核、舌下神経運動核、迷走神経および舌下神経を含んだ厚さ 800μmの

延髄スライス標本から安定した誘発性の嚥下活動が可能であった。薬剤投与実験により嚥下活動はその

発現に、孤束核に存在する NMDA受容体が主要な役割を果たすことを示唆した。 

本研究は新たな実験手法を作成し、嚥下活動発現のメカニズムの一部を明らかにしたという点で、博

士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


